
今こそ文化連盟とともに闘おう！
10･19学内集会とデモは、文化連盟を先頭とした学生の

決起と、キャンパス広場を埋めつくす大結集によって、

キャンパス封鎖を文字通り突破し大勝利した！ あれこそ

が学生の底力だ！ 学生が団結すれば何だってできる！

｢弾圧をやめろ！ ｣｢封鎖ふざけるな！ ｣と声をあげる

学生のまっとうな姿の対極にいるのが法大当局だ。法大

当局は、学生の追及に何一つまともに答えられないどこ

ろか、結局最後は暴力で学生の声を抑えつけるしかない

というぶざまな姿を全学生の前でさらけだした！ 正門封

鎖とキャンパス封鎖こそ、学生の法大当局の追いつめら

れた姿だ。しかし！ 10･19が示したことは、こんな腐り

きった連中は、学生が団結して立ち向かえば一瞬でぶっ

飛ばせるということです！

すべての法大生に訴えます。今こそ、文化連盟ととも

に声をあげよう！ ＣＳＫや学祭実は、｢学生が闘っても

勝てない｣と屈服し続け、今や完全に法大生の敵となった。

法大の現実は必ず変えられる！ その力が学生にはある！

文化連盟とともに声をあげ、規制も処分も粉砕しよう！
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10／19 キャンパス広場が法大生で埋めつくされた！

文化連盟と弾圧職員が大激突！

武田君(国文３年)を先頭に元気にデモを貫徹！



武田君への処分のための｢呼び出し｣弾劾！

法大当局は、10･19の大爆発に対する報復として、先頭

で決起した武田君(国文３年)への処分を狙って10月23日

に｢呼び出し｣攻撃をかけてきています。しかもその理由

は、10月６日に法大で行われた御用学者･大久保利晃(放

影研理事長)の講演会への抗議行動を、｢授業妨害｣とする

ものです。結局法大当局は、今の大学のあり方に抗議し、

反原発の声をあげる学生を処分しようとしているのです。

学生のみならず、福島県民や反原発デモに立ちあがるす

べての民衆への敵対行為ではないか！ これこそが、福島

を切り捨てる最先兵となっている原発推進大学の姿だ！

武田君への処分は全法大生への攻撃だ！

そして、この｢呼び出し｣＝処分策動は、武田君や文化

連盟だけの問題ではありません。学祭規制に反対するす

べての法大生への攻撃であり、何よりも10･19にキャンパ

スに集まった1000人を超える法大生に対する攻撃です。

｢学生は黙って従え｣という法大当局の恫喝だ。全法大生

の力で粉砕あるのみだ！

処分を阻止し学祭規制を粉砕しよう！

何より武田君への処分は、学祭規制を強行するための

処分であり、彼を学祭に参加させないことを狙うもので

す。しかし、武田君への処分は絶対に阻止できます！ な

ぜなら、大学の主人公は学生であり、自主法政祭の主人

公は法大生だからです！ 法大生が一つに団結して声をあ

げれば、規制も処分も粉砕できる！ ともに声をあげよう！

11･４集会で大結集で歴史が変わる！
ところで、みなさん！世界は革命情勢です！学生の力

で大学を変え、社会を変える時代がきました！ 10･19

法大1000人集会は、法大の暴力支配への学生反乱であ

り、まさに一つの｢革命｣です！ 原発再稼働への怒りが爆

発したあの６･29首相官邸前20万人決起と同じ闘いが、

全世界で巻き起こるデモやストライキの闘いが、まさに

キャンパスの中から起こったのです！敵は一つだ！

11･４全国労働者集会は、この社会を根本から変える

労働者･学生の総決起集会です。さらに、アメリカや韓国、

ドイツからも闘う労働組合が結集する国際連帯集会です！

戦争･大失業の時代に、国境を越えて労働者･学生が団

結して立ち向かう中にこそ、私たちの未来があります！

武田君への処分を阻止し、学祭を大爆発させ、11･４集

会に大結集しよう！ 11･11は反原発の国会前100万人

行動が呼びかけられている！学生は先頭で立ちあがろう！

◆11月４日(日)正午～

◆東京・日比谷野外音楽堂にて
【主催】全日本建設運輸連帯労働組合・関西地区生コン支部、全国金属機械労働組合・港合同、国鉄千葉動力車労働組合、

国鉄分割・民営化に反対し、1047名解雇撤回闘争を支援する全国運動 http://www.geocities.jp/nov_rally/

11月11日(日) 首相官邸前 13時～19時

７･29国会前20万デモの上空写真


